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研究成果の概要（和文）：近年の「自己意識の科学」の流れをベースに，身体と運動のインタラクションを実験
心理学的に検討した。さらに，統合失調症の症状などの特殊な主観性を明らかにすることに応用した。その結
果，自己感に関連する課題や質問紙尺度を開発し，各指標における妥当な精神病理学的な個人差を明らかにし
た。さらに非侵襲的な脳刺激法によって，健常者において精神病理学的な現象の再現を見据えた結果を明らかに
することができた。

研究成果の概要（英文）：On the basis of the trends in “the science of self-consciousness”, the 
interaction between body and action and its relation to the schizophrenic altered conscious states 
have been investigated in terms of experimental psychology. As a result, the psychopathological 
individual differences have been identified by the developed empirical or subjective measures. In 
addition, non-invasive brain stimulation was applied to the healthy subjects so that their cognitive
 performance could be analogue to the clinical symptoms. 

研究分野： 実験心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，自己意識を自己の身体・運動表象のメカニズムから検討したものである。実験心理学的な手法と脳機
能計測を併用し，これらのメカニズムを脳の機能と結びつく形で検討したことで，私たちがどのように自己と他
者を区別・結合しているのかの基礎的な知見を提出した。またその障害としての精神病理学的な個人差について
の理解が深まったことで，社会的意義の高い成果につながったと考えることができる



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年，心理学関連領域において，「自己」という感覚はどのように生起しているのか，
また「他者」との円滑な相互作用がどのように実現されているのか，という問いに注目が集ま
っている。申請者は，これら社会脳機能のメカニズム解明の基礎研究に加えて，その成果を精
神病理や身体疾患の解決に役立てようとする応用研究を行ってきた。本研究課題では，その自
己感の基盤となっている可能性のある「身体運動表象」に注目することで「自己と他者を分離
しながらも結合する」ことを可能にしている社会脳機能の計算論的モデル化を行う。そのため
に，心理物理実験と脳機能計測を対応させ，「心」と「体」と「脳」の三位一体性の解明に貢献
する。これはその関係性が障害されてしまっている精神疾患の解明にも大いに貢献する内容で
あり，基礎と応用の両面から自他表象のメカニズム解明を目的とする。 
 
２．研究の目的 

本研究計画は，大きく研究計画 1(基礎研究)と研究計画 2(応用研究)で構成される。
研究 1では，身体感覚と運動感覚がどのように相互的に影響することで「自己表象」を成立さ
せているのかについて，心理物理的実験と脳機能計測の対応を行うことで検討する。研究 2で
は，上記で明らかになったメカニズムがどのように障害されることで統合失調症などの精神疾
患が引き起こされてしまうのかについて検討する。このとき，研究 1と研究 2をつなぐのは計
算論的視点であり，モデルベースの計算論的仮説をもとにすることで探索的になりがちな臨床
研究を基礎研究からの応用として検討できる。 
 
３．研究の方法 

まず研究計画１では，実験参加者の運動の映像を空間的に異なる位置にフィードバッ
クする方法を利用する。これらの結果をもとに想定される運動ベースの自己表象メカニズムの
モデル化を行う。さらに，この自己表象が「他者表象」とどのように分離・結合しているのか
を検討する。マネキンの手などにおもりを載せた画像を呈示した場合に錯覚の重さを感じる現
象や，マウス操作に対するカーソルの運動におけるフィードバック制御運動を利用する。fMRI 
実験を併用することで自他の帰属を切替える大脳領域の特定と，その機能的ネットワークの働
きを解明する。身体性の共感(例えば他者が転ぶのを見ると痛みが伝わる)と運動性の共感(例え
ば「あっち向いてホイ」でつられる)に分けた上で共感反応の起こり方が逆になることを示す。 

研究計画 2では，研究計画 1 の結果およびこれまでの成果を，統合失調症症状のメカ
ニズム解明に応用する。幻覚や妄想などの陽性症状は，身体運動制御の計算論モデルの中でも，
予測系の問題と想定される。そこでまず運動フィードバックの自他帰属課題を用いることで統
合失調症患者および統合失調型パーソナリティ傾向の高い健常者では，自他帰属の弁別力が低
いことを示す。さらに，運動フィードバックの自他帰属はそのままフィードバックコントロー
ルに使われることを考えると，この弁別力の低さはそのまま運動制御パフォーマンスの悪さに
つながると考えられ，運動制御課題において検討する。 

これらの結果は，感覚運動システムにおける確率分布を想定するとうまく説明するこ
とができる。時空間平面上において，実際の運動フィードバックと予測されたフィードバック
確率分布を持つと理解した場合，健常者では，2 つの分布が重ならず弁別性がよい状態が実現
できていると考えられる。しかしながら統合失調症では，分布に重なりができてしまうため，
弁別性が悪くなっている状態としてモデル化できる可能性がある。この仮説を脳機能計測と心
理物理的実験によって実証的に検討する。 

このように，行動実験・脳機能計測・計算論モデリングを組み合わせることで身体運
動感覚ベースの自己表象の成り立ちと，その障害としての統合失調症研究を，計算論的神経科
学のアプローチで進めていく。 
 
４．研究成果 
 研究計画１をベースに，大きく以下２つの成果を達成した。 
①「自己運動の精度へのメタ認知」自己運動のモニタリング時には，その予測誤差の精度を何
らかの形で計算可能であると考えた。そこで，自己運動の検出課題をペンタブレット上で行い，
その検出までの反応潜時と検出精度の関連を検討した。その結果，有意な正の相関関係が確認
され，予測誤差へのメタアクセスの証拠と解釈された。また精神病理学的な個人差が同様に確
認された。  
②「自己と他者の運動共鳴」他者の運動の観察に，自己運動が引き込まれることを検討するた
めに，ペンタブレットを対面で２台設置し，２名の参加者が 同時に運動課題を行う実験を行っ
た。このとき，相手の運動（カーソル）が自分の画面上に呈示された場合に，強くその他者運
動の影響を受け，お互いに同期した運動位相に近づくことが分かった。 
 さらに，研究計画２をベースに，以下２つの成果を達成した。 
③「自己感の複数指標の個人差」：今まで開発してきたペンタブレットを用いた運動課題や，主
観的な自己感を評価する質問紙尺度を実施することで，その指標に影響しうる個人差を検討す
ることが可能である。その結果，妥当な視覚フィードバック課題の開発や，尺度による脳損傷
患者の回復過程の評価を行った。 
④「脳活動の非侵襲的な阻害の効果」：③で検討した個人差は，脳の特定の領域の機能不全であ



る可能性が高い。そのため，右の側頭-頭頂連合野をターゲットとした TMS および tDCS による
機能阻害を導入したところ，自他帰属のレーティングが不正確になるという結果が明らかとな
った。 
 本研究は，自己意識を自己の身体・運動表象のメカニズムから検討したものである。
実験心理学的な手法と脳機能計測を併用することで，これらのメカニズムを脳の機能と結びつ
く形で検討したことで，私たちがどのように自己と他者を区別・結合しているのかの基礎的な
知見を提出した。またその障害としての精神病理学的な個人差についての理解が深まったこと
で，社会的意義の高い成果につながったと考えることができる。 
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